
２
０
２
５
年
３
月
１
日
、

溝
口
勝
教
授
（
東
大
大
学

院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
）
の
最
終
講
義
が
行
な

わ
れ
た
。
農
学
部
正
門
を

入
る
と
度
肝
を
抜
く
立
て

看
板
（
写
真
１
）
。
午
前
十

時
か
ら
終
日
六
部
構
成
。 

　
第
０
部
「10:00-12:00

　

M
izo

とTaikan

ト
ー
ク
」

（30

年
前
か
ら
付
き
合
い
の

あ
っ
た
溝
口
教
授
と
沖
大
幹
教

授
と
の
対
談
を
二
人
を
良
く
知

る
若
手

研
究
者

が
リ
ー

ド
。

M
C

: 

吉

田
貢
士

/

新
領

域
創
成

科
学
研
究
科
教

授
・
乃
田
啓
吾/

農
学
生
命
科
学

研
究
科
准
教

授
・
他
） 

　
第
１
部 

13:00-14:50

　

出
席
者
と
壇

上
ト
ー
ク

（
卒
業
生
、
ゆ

か
り
の
あ
る
知

人
な
ど
）

（M
H

K

の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
トM

で

【
溝
口
の
法

則
】 M

izo's law
の
真
偽
を
問
う
。

M
C

: 
み
ぞ
ら
ぼ

の
現
役
学

生
）
。 

第
２
部  15:00-

16:50
　
最
終
講

義
「
自
分
は
大

学
に
向
い
て
い

た
の
だ
ろ
う

か
？ 

大
学
４
７

年
の
雑
種
人
生

を
振
り
返

る
」
　M

C
: 

荒

木
徹
也/

研
究
室

准
教
授
」
。
次
い
で
第
３

部
「17:00-19:00 

懇
親
会
　

（
会
場
：
東
大
農
学
部
弥
生

講
堂

ホ
ー

ル
」
）

M
C

: 

荒

木
徹
也/

研
究
室

准
教

授
」
第

４
部

「19:00-

　
懇
親

会
二
次

会
」
第
５
部
「23:00-

　
懇

親
会
三
次
会
」
と
展
開
。

記
者
は
午
後
の
第
１
部
、

第
２
部
、
第
３
部
を
取
材

し
た
。
先
ず
は
ス
テ
ー
ジ

を
リ
ー
ド
す
る
溝
口
研
究

室
の
若
き
学
徒
た
ち
が
壇

上
に
勢
ぞ
ろ
い

（
写
真
２
）
。
第
１

部
は
多
彩
な
名
言

と
出
会
い
を
披

露
、
飯
舘
村
か

ら
は
菅
野
宗
夫

さ
ん
、
田
尾
陽

一
さ
ん
が
駆
け

つ
け
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
第
２

部
は
公
式
最
終

講
義
，
青
年
時

代
の
十
種
競
技

に
準
え
「
雑

種
」
人
生
と
学

問
を
語
り
つ
く

し
（
写
真
４
）
聴
衆

を
魅
了
し
た
（
写

真
５
）
。
中
島
み

ゆ
き

（
写
真

６
）から

夜
更
へ
と
お

楽
し
み
会
は

続
い
た
。 

（
撮
影
と
文
責
・
若
林
一
平
）

2 0 2 5 年 3 月 1 日  溝 口 勝 東 大 教 授 最 終 講 義

再生 短信
2 0 2 5  8 / 2 6  第 1 0 1 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

溝口教授よりリンク先情報 
最終講義お楽しみ会報告 
ハチ公グッズ販売レポート

震
災
直
後
の
冬
に
飯
舘
村
の
水

田
で
凍
土
剥
ぎ
取
り
法
を
思
い

つ
い
た
の
は
自
分
が
凍
土
を

や
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
こ

の
と
き
「
神
様

は
こ
の
問
題
を

解
決
さ
せ
る
た

め
に
今
ま
で
僕

に
関
係
な
い
こ

と
を
さ
せ
て
い

た
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
思
え
て

体
が
震
え
た
。

放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
問
題
は
一

人
の
研
究
者
で

解
決
で
き
る
話

で
は
な
い
、
わ
た
し
の
任
務

は
、
多
く
の
土
壌
物
理
研
究
者

を
巻
き
込
み
な
が
ら
こ
の
問
題

解
決
に
あ
た
る
こ
と
だ
と
思
っ

た
。
（
第
２
部
最
終
講
義
）

4

3

2025年8月1日、復興農学会誌　第5巻第2号
（2025年7月）が発行されました。 

2025年8月19日、土壌物理学国際会議開幕。

1

2

5

６
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２
０
２
５
年
１
２

月
４
日
〜
６
日
、

右
福
島
県
相
馬
郡

飯
舘
村
佐
須
地
区

に
あ
る
山
津
見
神

社
の
例
大
祭
が
震

災
後
１
５
年
ぶ
り

に
復
活
。
記
者
は

５
日
・
６
日
現
地

に
。
３
回
に
わ
た

り
報
告
す
る
。 

　
恒
例
「
佐
須
の

茶
屋
」
（
写
真 
１
）

は
茅
葺
の
本
格
構

造
で
参
道
に
展
開

す
る
露
店
群
（
写
真

２
）
の

中
心

に
。

各テ
ー

ブ
ル

に
は

煌
々
と

輝
く
堀
炬

燵
（
写
真

３
）
に

熱
々
の
お

で
ん
や
う

ど
ん
が
嬉

し
い
。 

　
全
焼
の

惨
事
か
ら

２
０
１
６
年
に
奉
納
さ

れ
復
元
し
た
拝
殿
の
オ

オ
カ
ミ
天
井
絵
が
各
地

か
ら
集
う
参
拝
客
を
迎

え
る
（
写
真
４
）
。 

　
拝
殿
前
の
屋
外
舞
台

で
５
日
・
６
日
両
日
演

じ
ら
れ
た
の

は
「
虎
捕

山
縁起

」

(

作/

演出 

野
宮
有

姫)

、
虎

捕
山
の
伝

承
か
ら
原
発

事
故
を
経
て
、

自
然
と
共
生
す

る
飯
舘
の
営
み

を
現
代
に
問
う

（
写
真 

５
）
。 

　
詩
の
奉
納

「
辭(
こ
と
ば)

神
楽 
狼
」(
詩/

朗
読 

和
合
亮
一)

で
は
作
者
の

朗
々
と
し
た
音
声
（
お

ん
じ
ょ
う
）
が
杜
に
響
き

渡
る
（
写
真 

６
）
。 

　
祭
り
の
賑
わ
い
の
中

で
会
場
内
を
走
り
ま
わ

る
若
い
皆
さ
ん
の
姿
に

祭
り
の
新
し
い
形
を
垣

間
見
た
。 

　
今
春
以
来
、
佐
須
氏

子
総
代
会
（
佐
藤
公
一
代

表
）
、
図
図
倉
庫
グ

ル
ー
プ
、
ふ
く
し
ま

再
生
の
会
ほ
か
の

参
加
に
よ
り
山
津

見
神
社
例
大
祭
実

行
委
員
会
（
阿
部

猛
会
長
・
田
尾
陽
一

事
務
局
長
）
が
地

域
文
化
の
継
承

発
展
に
注
力
し

て
き
た
。 

　
一
時
は
、
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

虎
捕
太
鼓
が
福
島
大
学

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ

り
、
村
の
奏
者
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
復
活
、

折
し
も
満
月
の
下
で
奉

納
さ
れ
た
（
写
真 

７
）
。

希
望
の
夜
で
あ
る
。 

（
写
真
４
は
伊
賀
和
子
さ
ん
提

供
・
他
は
筆
者
撮
影
、 

文
責
・
若
林
一
平
）

１ ５ 年 ぶ り 山 津 見 神 社 例 大 祭 ２ ０ ２ ５  1 2 / 0 4 - 1 2 / 0 6

再生 短信
2 0 2 5  1 2 / 1 6  第 1 0 2 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

オ
オ
カ
ミ
と
生
き
る

人

間

と

自

然

の

共

生

復
元
し
た
オ
オ
カ
ミ
天
井
絵 


再
生
の
会
の
参
拝
団
有
志
は
５
日
夕

刻
、
２
０
１
６
年
復
元
オ
オ
カ
ミ
絵
奉

納
当
時
の
氏
子
総
代
菅
野
永
徳
さ
ん
宅

訪
問
。
永
徳
さ
ん
「
久
美
さ
ん
が
学
生

さ
ん
と
お
参
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
」
。

加
藤
久
美
和
歌
山
大
学
大
学
院
観
光
学

研
究
科
教
授
は
天
井
絵
復
元
の
立
役
者

の
ひ
と
り
、
あ
り
が
た
み
を
込
め
て
の
ひ

と
こ
と
だ
。

1

2

3

５

６

７

４



 

・
山
津
見
神
社
の
オ
オ
カ
ミ

天
井
絵
は
、
１
９
０
４
（
明

治
３
７
）
年
に
拝
殿
が
建
設

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
描
か
れ

た
。
オ
オ
カ
ミ
を
描
い
た
絵

と
し
て
は
全
国
で
も
類
例
の

な
い
大
規
模
な
も
の
だ
っ
た

（
『
人
間
と
自
然
の
共
生
』

山
津
見
神
社
例
大
祭
実
行
委

員
会
、
２
０
２
５
年
１
１
月

２
５
日
発
行
）
。
奇
し
く
も

こ
の
年
、
日
本
列
島
最
後
の

オ
オ
カ
ミ
が
消
え
た
。
オ
オ

カ
ミ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
？
こ

の
根
源
的
問
い
を
発
し
続
け

て
い
る
オ
オ
カ
ミ
ベ
ン
チ
の

作
者
・
鴻
池
朋
子
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
『
狼
は
ど
こ
へ
行
っ

た
？W

here have all the 
w

olves gone?

』
が
例
大
祭

当
日
、
参
拝
客
に
配
布
さ
れ

た
（
左
下
囲
み
）
。
作
者
は

言
う
「
私
が
飯
舘
と
い
う
場

所
が
地
球
の
『
へ
そ
』
み
た

い
だ
と
感
じ
る
の
は
、
自
然

豊
か
な
場
所
で
あ
り
大
き
な

災
害
が
あ
っ

た
場
所
で
あ

る
と
同
時

に
、
そ
れ
に

よ
っ
て
場
の

時
間
軸
が
変

わ
り
普
遍
性

を
帯
び
、
人

間
界
と
自
然

界
の
結
界
の

よ
う
に
感
じ

る
か
ら
と
思

い
ま
す
」
。 

２
０
２
５

年
１
２
月

５
日
午
後

２
時
、
再
生
の
会
の
有

志
参
拝
団
一
行
は
本
殿

の
参
拝
へ
と
向
か
っ

た
。

オ
オ

カ
ミ

ベ
ン

チ
は
拝
殿

裏
の
本
殿

参
道
入
口

に
鎮
座
し

静
か
に
参
拝
客
を
待

つ
佇
ま
い
（
写
真 

１
）
。
自
然
と
人
間

が
共
生
す
る
そ
の

結
界
（
け
っ
か
い
、
境

界
）
に
位
置
す
る
の

だ
。
大
人
二
人
が

ゆ
っ
た
り
と
腰
掛

け
て
来
し
方
行
く

末
に
思
い
を
馳
せ

る
。
参
道
は
溶
け

か
か
っ
た
雪
道
で

滑
り
や
す
い
（
写
真 

２
）
。
本
殿
鳥
居

（
写
真
３
）
に
向
か
う

急
坂
手
前
で
折
り

悪
し
く
雪
が
ち
ら

つ
き
始
め
た
。
記

者
は
下
山
の
不
安
が
過

り
、
本
殿
（
写
真 

４
）
参

拝
を
若
手
の
二
宮
康
剛

さ
ん
に
託
し
た
。
下
り

は
特
に
滑
り
易
く
オ
オ

カ
ミ
に
守
ら
れ
た
道
々

を
実
感
し
安
堵
し
た
。 

（
写
真
３
、
４
は
二
宮
康
剛
さ

ん
・
１
、
２
は
筆
者
撮
影
、 

文
責
・
若
林
一
平
）

山 津 見 神 社 例 大 祭 ２ ０ ２ ５  1 2 / 0 4 - 1 2 / 0 6 　第 ２ 部 オ オ カ ミ ベ ン チ

再生 短信
2 0 2 6  1 / 2 7  第 1 0 3 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

狼
は
ど
こ
へ
行
っ
た
？

鴻池朋子

1960年秋田県生まれ。
1985年東京藝術大学絵画
科日本画専攻卒業後、玩
具、雑貨などのデザインに
携わり、現在もその延長
で、アニメーション、絵
本、絵画、彫刻、映像、歌、
影絵、手芸、おとき話な
ど、様々なメディアで作品
を発表している。場所や天
候を巻き込んだ、屋外での
サイトスペシフィックな作
品を各地で展開し、人間の
文化の原型狩猟採集の再
考、芸術の根源的問い直し
を続けている。

1

オ
オ
カ
ミ

2

３

４



２
０
２
５
年
１
２
月
６

日
午
前
１
１
時
、
ト
ノ

こ
と
相
馬
中
村
藩
第
３

４
代
当
主
、
相
馬
行
胤

（
ソ
ウ
マ 

ミ
チ
タ
ネ
）

さ
ん
が
飯
舘
村
の
村
内

巡
回
を
経
て
山
津
見
神

社
参
拝
に
訪
れ
た
。
拝

殿
の
参
道
前
で
乗
馬
か

ら
降
り
、
氏
子
の
み
な

さ
ん
が
待
ち
受
け
る
中

（
写
真 

１
）
、
先

ず
は
復
元
な
っ

た
オ
オ
カ
ミ
天

井
絵
の
下
に
現

れ
（
写
真 

２
）
、

氏
子
の
み
な
さ

ん
と
共
に
参
拝

に
臨
ん
だ

（
写
真 

３
）
。 

　
ト
ノ
は
言

う
「
２
０
１

１
年
未
曾
有

の
大
災
害
が

起
き
た
後
、

私
の
唯
一
の

道
標
は
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
先
人
た
ち
の
教
え
で

し
た
。
歴
史
に
希
望
を
見
出

し
、
私
ど
も
に
伝
え
て
く
だ

さ
っ
た
大
切
な
も
の
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
１
０
０
０
年
続

い
て
き
た
も
の
を
さ
ら
に
１
０

０
０
年
続
け
る
。
そ
れ
こ
そ
が

長
き
に
渡
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
故
郷
の
た
め
に
私
に
で
き

る
唯
一
の
事
だ
と
お
も
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
の
日
か
ら
１
２
年

以
上
の
月
日
が
経
っ
た
今
年
、

私
た
ち
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
い
ま
す
。
（
２
０
２
３
年

８
月
１
日
、
人
と
馬
と
自
然
と

が
共
生
す
る 

「
驫
（
ノ
ー
マ
）

の
谷
」https://

nom
avalley.jp

） 

　
ト
ノ
は
参
拝
を
終
え
て

終
始
に
こ
や
か
に
オ
オ
カ

ミ
の
お
面
を
手
に
し
て
参

拝
客
の
中
に
入
り
歓
談

（
写
真 

４
・
５
）
、
「
例
大
祭

の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
ま

す
」
と
の
言
葉
を
残
し
て

再
び
馬
上
の
人
と
な
っ

た
（
写
真 

６
）
。 

　
（
写
真
２
、
３
は
佐
藤
俊
雄
さ

ん
・
他
は
筆
者
撮
影
、 

文
責
・
若
林
一
平
）

山津見神社例大祭２０２５  1 2 / 0 4 - 1 2 / 0 6 　第３部（最終回）  トノ  オオカミに祈る

再生 短信
2 0 2 6  2 / 2 4  第 1 0 4 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

「
ま
ず
結
論
と
し
て
、
飯
舘
（
村
域
は
「
山
中
郷
」
）

は
江
戸
時
代
か
ら
馬
の
産
地
で
、
馬
を
襲
う
オ
オ
カ

ミ
を
畏
れ
た
こ
と
が
、
信
仰
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
・
・
山
中
郷
は
、
ほ
と
ん
ど
が
山
間
部

の
高
冷
地
で
あ
っ
た
た
め
，
耕
地
か
ら
の
収
穫
を
基

本
と
す
る
江
戸
時
代
を
通
じ
て
自
然
災
害
に
苦
し
め

ら
れ
た
。
・
・
相
馬
全
域
に
及
ん
だ
窮
乏
に
対
処
す

る
た
め
、
藩
で
奨
励
し
た
の
が
馬
の
育
成
で
あ
っ

た
。
・
・
１
８
４
３
（
天
保
１
４
）
年
、
相
馬
益
胤

は
無
償
で
廐
と
馬
を
貸
し
与
え
飼
育
さ
せ
た
。
と
り

わ
け
原
野
に
富
み
、
真
野
川
な
ど
の
川
が
流
れ
る
山

中
郷
は
放
牧
に
適
し
て
い
た
た
め
、
領
内
随
一
の
馬

産
地
と
さ
れ
た
。
・
・
相
双
地
区
の
重
要
な
伝
統
行

事
で
あ
る
「
野
馬
追
」

は
、
相
馬
家
が
妙
見
神

に
馬
を
奉
納
す
る
神
事

で
あ
り
、
近
世
に
は
軍
事
演
習
の

役
割
も
果
た
し
て
現
在
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
る
」
。
（
福
島
県
立

美
術
館
副
館
長
・
増
渕
鏡
子
、
『
人

間
と
自
然
の
共
生
　
山
津
見
神
社

オ
オ
カ
ミ
天
井
絵
復
元
そ
し
て
未

来
へ
』
第
３
章
、
山
津
見
神
社
例

大
祭
実
行
委
員
会
、
２
０
２
５
年

１
１
月
２
５
日
発
行
）

山
中
郷
産
馬
と
オ
オ
カ
ミ
信
仰

1

ト
ノ 

オ
オ
カ
ミ
に
祈
る

2

３
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5
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剪
定
（
せ
ん
て
い
）
と
は
「
果
樹
の
生
育

や
結
実
を
調
節
す
る
た
め
、
枝
の
一
部

を
切
り
取
る
こ
と
。
」
『
大
辞
林
』
第

３
版
よ
り 

　
ぶ
ど
う
園
の
剪
定
作
業
へ

の
参
加
を
記
者
が
希
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
つ
い
に
実
現
の

運
び
と
な
っ
た
。
２
０
２
６

年
３
月
１
３
日
午
後
、
始
め

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
里
山
再

生
（
ブ
ド
ウ
栽
培
含
む
）

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
小
原
壮

二
さ
ん
（
写
真
１
）
「
ぶ
ど
う
園

の
戦
略
的
剪
定
で
す
」
の
ひ

と
言
。
　
　
　
　
　 

　
こ
の
日
の
作
業
に
は
か
ね

て
よ
り
ぶ
ど
う
栽
培
の
全
般

的
な
指
導
助
言
を
頂
い
て
き

た
二
本
松
市
東
和
町
の
、
熊

谷
耕
一
さ
ん
（
写
真
２
）
と
本
多

和
弥
さ
ん
（
写
真
３
）
、
二
人
の

師
匠
を
迎
え
、
剪
定
教
室
を

兼
ね
た
豪
華
版
の
作
業
デ
ー

と
な
っ
た
。
作
業
に
は
地
元

か
ら
高
橋
利
明
さ
ん
、
福
島

大
農
林
サ
ー
ク

ル
の
中
山
拓
海

さ
ん

が
参

加
。

再
生
の
会
・
北
原
高
次
さ
ん

を
加
え
、
熊
谷－

小
原－

高

橋
、
本
田－

北
原－

中
山
、

の
２
グ
ル
ー
プ
で
作
業
進
行

（
写
真
４
、
５
）
。
記
者
も
剪
定

鋏
を
手
に
随
時
参
加
。 

　
作
業
最
中
の
師
匠
二
人
の

言
葉
「
常
に
明
日
の
姿
を
考

え
て
」
実
に
深
〜
い
で
す
。 

　
菅
野
宗
夫
園
（
写
真
６
）
、 

　
菅
野
芳
子
園
（
写
真
７
）
、 

　
菅
野
永
徳
園
（
写
真
８
）
、 

　
美
事
な
仕
上
が
り
を
と
く

と
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

ぶ
ど
う
園
の
戦
略
的
剪
定
で
す
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